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両
ス
ク
ー
ル
は
、
昨
年
４
月
に
小

中
学
生
を
対
象
と
し
て
参
加
希
望
者

を
募
集
し
、
わ
く
わ
く
ス
ク
ー
ル
６３

人
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
７７
人
の

登
録
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。（
わ
く

わ
く
の
会
員
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
会
員

も
兼
ね
て
い
る
た
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
み
の
登
録
者
は
１４
人
）

わ
く
わ
く
ス
ク
ー
ル
は
、
毎
週
水

曜
日
の
午
後
３
時
３０
分
か
ら
６
時
ま

で
開
催
し
て
お
り
、
時
間
内
で
あ
れ

ば
自
由
に
行
き
帰
り
で
き
る
の
が
特

徴
で
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
は
、

週
末
や
夏
休
み
な
ど
の
休
日
を
利
用

し
て
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
琴
、
ア
ー

ト
な
ど
専
門
の
講
師
を
招
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

時
間
を
有
効
に
使
っ
て
貴
重
な
体

験
が
で
き
る
自
由
な
ス
ク
ー
ル
と

あ
っ
て
、
保
護
者
に
も
好
評
で
す
。

わくわく

自
由
なス

ク
ー
ル

チャレンジ

勝
央
町
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
実
行
委
員
会
で
は
、
平
成
１７
年
度
地
域

子
ど
も
教
室
推
進
事
業
と
し
て
「
子
ど
も
わ
く
わ
く
ス
ク
ー
ル
」
と
「
Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
ス
ク
ー
ル
は
毎
週
水
曜
日
の
放
課
後
に
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
は
週
末
や
夏
休
み
な
ど
の
休
日
を
利
用
し
て
、
家
庭

で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

１
年
間
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

わくわく

パ
ソ
コ
ン
講
座

参
加
者
延
べ
１
４
０
人

（
実
施
３
回
）

7月
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
総
合
ソ
フ
ト

「
キ
ュ
ー
ブ
き
っ
ず
」
を
使
っ
て
絵

を
描
い
た
り
、
ワ
ー
プ
ロ
機
能
や

表
・
グ
ラ
フ
作
成
な
ど
に
挑
戦
。
ク

ラ
フ
ト
講
座
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

講
座
も
同
時
開
催
。

勝
央
町
の
文
化
施
設
「
勝
央
美
術

文
学
館
」「
勝
央
図
書
館
」「
勝
央
文

化
ホ
ー
ル
」
を
探
検
。
普
段
、
出
入

り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
閉
架
書
庫

や
収
蔵
庫
な
ど
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
も

見
学
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
シ
ン
ド
バ
ッ
ド

の
大
冒
険
」
の
舞
台
・
音
響
・
照
明

の
仕
込
み
や
本
番
を
見
学
。
上
演
ま

で
の
舞
台
芸
術
の
過
程
を
学
ん
だ
。

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
勝
央
図
書

館
と
勝
央
美
術
文
学
館
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
を
実
施
。
壁
面
飾
り
づ

く
り
や
本
の
整
理
、
カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
な
ど
を
体
験
。
ク
ラ
フ
ト
講
座
も

同
時
開
催
。

数
々
の
イ
ン
プ
ロ
（
即
興
）
ゲ
ー

ム
を
通
じ
て
、
体
や
頭
を
使
い
な
が

ら
個
々
の
感
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
た
。

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指

導
で
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

し
た
。

茶
道
裏
千
家
勝
間
田
教
室
の
会
員

の
指
導
で
、
茶
道
の
わ
び
・
さ
び
を

体
験
。
パ
ソ
コ
ン
講
座
、
ク
ラ
フ
ト

講
座
も
同
時
開
催
。

勝
央
町
太
極
拳
教
室
の
講
師
と
会

員
に
よ
る
指
導
で
、
準
備
運
動
や
音

楽
に
合
わ
せ
て
太
極
拳
を
体
験
し

た
。箏

曲
集
邦
会
会
員
の
指
導
の
も

と
、
実
際
に
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
弾

き
、
琴
の
仕
組
み
や
奏
法
を
学
ん
だ
。

芸
術
の
秋
、
美
術
に
挑
戦
し
た
。

学
芸
員
ら
の
指
導
で
、「
切
り
絵
」

と
「
デ
ッ
サ
ン
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
を
制
作
。
パ
ソ
コ
ン
講
座
も
同
時

開
催
。

勝
央
金
時
太
鼓
保
存
会
の
メ
ン

バ
ー
の
指
導
で
、
太
鼓
演
奏
の
基
礎

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

美
咲
町
の
芸
術
家
　
福
井
一
尊
氏

を
講
師
に
招
き
、
石
膏
を
使
っ
て
自

分
の
手
の
コ
ピ
ー
を
制
作
。

津
山
市
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
　
竹
内

誠
二
氏
を
講
師
に
招
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
道
具
を
使
っ
て
大
道
芸
に
挑
戦
し

た
。
最
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な

大
道
芸
を
披
露
し
た
。

勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
馬

頭
琴
コ
ン
サ
ー
ト
を
鑑
賞
し
、
馬
頭

琴
の
演
奏
や
ホ
ー
ミ
ー
な
ど
モ
ン
ゴ

ル
の
文
化
に
親
し
ん
だ
。

勝
央
町
文
化
協
会
の
手
芸
教
室
メ

ン
バ
ー
の
指
導
で
、
フ
ェ
ル
ト
製
の

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
、
箸
置
き
、

お
手
玉
な
ど
を
製
作
し
た
。

寒
い
時
期
、
体
を
動
か
す
こ
と
を

目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
や
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

に
挑
戦
し
た
。

チャレンジ

文
化
施
設め

ぐ
り

参
加
者
３１
人

7/17
チャレンジ

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

ツ
ア
ー

参
加
者
４８
人

7/31

わくわく

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

参
加
者
延
べ
１
３
５
人

（
実
施
５
回
）

8月

チャレンジ

イ
ン
プ
ロ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
２７
人

8/6
わくわく

日
本
の
心「
茶
道
」

参
加
者
延
べ
１
４
８
人

（
実
施
４
回
）

9月

�
人
気
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

▲図書館で本を整理中（８月）

▲琴演奏を体験（９／１７）

▲手芸「箸置きづくり」に挑戦（１２月）

チャレンジ

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に

挑
戦
！

参
加
者
４２
人

8/24

チャレンジ

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

「
太
極
拳
」

参
加
者
２９
人

9/3
チャレンジ

邦
楽
体
験
！「

琴
」

参
加
者
２１
人

9/17
わくわく

「
切
り
絵
」「
デ
ッ
サ
ン
」

参
加
者
延
べ
１
１
６
人

（
実
施
３
回
）

10月

�
大
道
芸
に
熱
中
（
１１
／
２６
）

わくわく

和
太
鼓
に
挑
戦
！

参
加
者
延
べ
１
３
９
人

（
実
施
４
回
）

11月
チャレンジ

ア
ー
ト
体
験
Ⅰ

参
加
者
２３
人

11/19
チャレンジ

大
道
芸
に挑

戦
！

参
加
者
２４
人

11/26

わくわく

手
芸
に
挑
戦
！

参
加
者
延
べ
１
０
１
人

（
実
施
３
回
）

12月
チャレンジ

「
馬
頭
琴
」を

楽
し
も
う

参
加
者
１８
人

12/11
わくわく

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

参
加
者
延
べ
９９
人

（
実
施
３
回
）

1月

こ
の
事
業
は
、
社
会
構
造
や
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・

安
心
し
て
遊
ぶ
場
の
不
足
、
ま
た
、
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
多
彩
な
文
化
体
験

活
動
等
に
触
れ
る
機
会
の
減
少
が
指
摘

さ
れ
る
中
で
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を

得
な
が
ら
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
を
通
し
て
地
域
の

教
育
力
向
上
に
資
す
る
目
的
の
も
の
で

す
。本

町
に
お
い
て
も
、
勝
央
町
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
事
業
の
立
案
を
し
、
学
校

教
育
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
体

声
主
催
者
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

保
護
者
の
声
を
掲

載
し
ま
す
。

験
活
動
等
を
楽
し
く
実
施
し
て
き
ま
し

た
。子

ど
も
た
ち
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

評
価
も
よ
く
、
地
域
の
方
々
等
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
活
動
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

「
さ
ら
な
る
活
動
の

充
実
を
図
る
」

私
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

事
業
に
加
わ
り
、
実
際
に
講
座
や
教
室

で
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
っ
て
き
た
こ

の
１
年
間
は
、
楽
し
く
と
て
も
心
に
残

る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
は
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

も
、
講
師
の
先
生
と
遊
ん
だ
り
友
だ
ち

と
一
緒
に
作
業
を
す
る
こ
と
で
、
学
年

を
越
え
て
仲
よ
く
な
っ
て
い
き
、
私
も

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
姿
、
笑
顔
、

個
性
、
行
動
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
私
に

と
っ
て
新
し
い
発
見
と
な
り
子
ど
も
の

目
線
を
自
分
の
目
線
と
し
て
捉
え
る
こ

と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

学
年
や
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も

た
ち
の
本
質
は
素
直
で
ま
っ
す
ぐ
な
感

性
の
通
っ
た
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
成
長
を
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子どもの居場所づくり
実行委員会

コーディネーター
本行　夕沙里

「
こ
れ
か
ら
も応
援
し
た
い
」

子どもの居場所づくり
実行委員会

実行委員長
岸本　耕二
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アンケートをとり
ました

質問① １年間の活動は楽しかったですか。
回答① ａ楽しかった………23人

ｂ普　通……………5人
ｃ楽しくなかった…0人
ｄ分からない………0人

質問② さまざまな講座を行いましたが、どの内容が良かっ
たですか。

回答② ・パソコン……………………16人
・ジャグリング（大道芸）…10人
・アート「石膏」……………7人
・お手玉づくり………………4人
・レクリエーション…………4人
・茶　道………………………3人
・切り絵………………………2人

※他にも、太極拳、ミュージカル、太鼓などの回答がありました。

質問③ 平成１８年度は引き続き参加したいですか。
回答③ ａ参加したい………15人

ｂまだ分からない…10人
ｃ参加したくない…1人
（未回答２人）

質問④ どんな内容の活動をしたいですか。
回答④ ・パソコン…………5人

・太鼓………………3人
・ゲーム、映画、茶道、切り絵、粘土、物づくり

………各2人
※他にも、工場や店の見学、うどんづくり、木工作、大縄飛び
などの回答がありました。

質問⑤ 事務局やコーディネーターの対応はどうでしたか。
回答⑤ ・優しかった…9人

・良かった……4人
・親切だった…3人　など

質問⑥ 保護者の感想と今後の要望があればご記入ください。
回答⑥（抜粋）
・毎週楽しみにしているようです。家庭ではできないことが体
験できるので今後も参加させたい。
・集団で遊ぶ機会が少ないので、参加して良かった。行き帰り
の時間が自由なのも良かった。
・学校から町バスで移動することが可能なら北部３校からも参
加できるのに。
・下校ついでに寄るため、希望者だけにでもメールなどで到着
を知らせてくれると安心。
・工作など１カ月を通してつくるようなものは無理でしょう
か。
・昔遊びなどを地区の高齢者に教えていただけたらと思う。
・活動の曜日を増やしてほしい。
・小学校の良い思い出になりました。

【事務局】勝央町子どもの居場所づくり実行委員会
勝央町公民館内　�３８－２５８０

※アンケート結果は来年度の参考にさせていただきます。

参加児童と保護者に

（７６人中２８人が回答）
美
咲
町
の
芸
術
家
　
福
井
一
尊
氏

を
講
師
に
招
き
、
筆
を
使
わ
な
い
技

法
で
絵
を
描
い
た
。
絵
の
具
や
葉
っ

ぱ
を
使
っ
て
想
像
力
豊
か
な
作
品
に

仕
上
が
っ
た
。

津
山
市
の
サ
ン
ビ
ク
ス
講
師
　
太

田
照
子
氏
を
招
き
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
す
健
康
体
操
に
挑
戦
し

た
。

旧
勝
田
郡
内
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
発
表
会
を

鑑
賞
し
た
。
和
太
鼓
や
吹
奏
楽
、
舞

踊
を
披
露
す
る
同
世
代
の
子
ど
も
た

ち
を
見
て
、
何
か
を
感
じ
取
っ
た
よ

う
す
。

学
芸
員
の
指
導
で
、
手
づ
く
り
の

ガ
ラ
ス
細
工
を
制
作
す
る
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
て
体

を
動
か
す
。

親
子
で
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
に
汗
を
流

し
た
あ
と
、
１
年
間
の
活
動
を
振
り

返
り
な
が
ら
会
食
す
る
。

�
絵
の
具
で
ア
ー
ト
体
験
（
１
／
２１
）

わくわく

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

3月
（予定）

チャレンジ

親
子
で
遊
ぼ
う
！

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
に
挑
戦

3/4
（予定）

チャレンジ

ア
ー
ト
体
験
Ⅱ

参
加
者
９
人

1/21
わくわく

ス
ポ
ー
ツ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

参
加
者
延
べ
１
１
９
人

（
実
施
４
回
）

2月

チャレンジ

か
つ
た
っ
子

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2/19
チャレンジ

ア
ー
ト
体
験
Ⅲ

2/25

会
員
募
集
の
案
内
を
い
た
だ
い
た
と

き
、
夏
休
み
前
で
も
あ
っ
て
「
い
ろ
ん

な
体
験
が
で
き
そ
う
だ
し
、
家
で
兄
弟

げ
ん
か
ば
か
り
し
て
い
る
よ
り
、
ず
っ

と
い
い
わ
」
と
思
い
、
す
ぐ
子
ど
も
た

ち
に
勧
め
ま
し
た
。
二
男
は
「
行
く
！
」

三
男
は
「
兄
ち
ゃ
ん
が
行
く
ん
な
ら
行

く
！
」
と
、
乗
り
気
で
し
た
。

初
め
て
参
加
し
た
日
、
ど
ん
な
人
た

ち
が
集
ま
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の

だ
ろ
う
と
、
少
々
不
安
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
も
、
工
作
・
パ
ソ
コ

ン
・
デ
ッ
サ
ン
・
茶
道
・
太
鼓
等
々
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
あ
り
、
あ
き
る
こ

と
な
く
毎
回
楽
し
み
に
出
か
け
て
行
き

ま
し
た
。

子
ど
も
の
数
が
減
少
し
、
放
課
後
に

近
所
の
子
ど
も
同
士
で
遊
ぶ
姿
を
見
る

こ
と
の
少
な
く
な
っ
た
現
在
、
こ
の
事

業
は
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

と
し
て
と
て
も
あ
り
が
た
く
、
ご
指
導

く
だ
さ
っ
た
指
導
員
の
方
々
、
地
域
の

方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
町
内
に
こ
の
よ
う
な
場
所
が

増
え
、
子
ど
も
た
ち
が
人
と
人
と
の
ふ

れ
あ
い
や
支
え
合
い
を
大
切
に
、
心
豊

か
に
育
つ
た
め
に
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。１

年
間
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

保護者
植月　理恵さん

（平）

「
わ
く
わ
く
ス
ク
ー
ル
に

参
加
さ
せ
て
」
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投
票
で
き
る
人

勝
央
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

告
示
日
　
４
月
４
日（
火
）

投
票
日
　
４
月
９
日（
日
）

定数１２人

任
期
満
了
に
と
も
な
う
勝
央
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
は
、
４
月
４
日

（
火
）
が
告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）

で
、
４
月
９
日
（
日
）
が
投
票
日
と
な

り
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
向
こ
う
４
年
間
、

私
た
ち
町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
私
た
ち
の
代
表
を
決
め

る
大
切
な
選
挙
で
す
。
自
己
の
信
念

に
基
づ
い
て
、
清
く
正
し
い
１
票
を

投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
の
投
票
時
間
が
午
後
６
時

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第

１
投
票
所
（
勝
間
田
地
区
）
は
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
勝
央
町
内
に
住
所
を
有
し
、
満
２０

歳
以
上
の
人
（
引
き
続
い
て
３
カ

月
以
上
住
ん
で
い
る
人
）
で
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

○
新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

る
人平

成
１８
年
１
月
３
日
以
前
に
転

入
さ
れ
て
勝
央
町
の
住
民
と
な
ら

れ
た
人
と
昭
和
６１
年
４
月
１０
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ

３
カ
月
以
上
引
き
続
い
て
町
内
に

住
所
（
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
）

を
持
っ
て
い
る
人
で
す
。

○
転
出
す
る
と
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

町
の
選
挙
は
、
他
の
選
挙
と
異

な
り
「
選
挙
人
名
簿
」
に
登
録
さ

れ
て
い
て
も
、
投
票
日
の
投
票
が

始
ま
る
前
ま
で
に
勝
央
町
外
に
転

出
さ
れ
る
と
、
町
の
住
民
で
な
く

な
る
た
め
、
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

投
票
時
間
は

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

投
票
は
、
町
内
５
投
票
所
で
午
前

７
時
か
ら
一
斉
に
始
ま
り
、
午
後
６

時
で
締
め
切
り
ま
す
。

○
投
票
場
所

第
１
投
票
所
（
勝
間
田
地
区
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
２
投
票
所
（
植
月
地
区
）

植
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
３
投
票
所
（
吉
野
地
区
）

吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
４
投
票
所
（
古
吉
野
地
区
）

古
吉
野コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
５
投
票
所
（
高
取
地
区
）

高
取
多
目
的
研
修
集
会
所

開
票
は
午
後
７
時
３０
分
か
ら

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
午
後

７
時
３０
分
か
ら
開
票
を
行
い
ま
す
。

開
票
状
況
・
結
果
に
つ
い
て
は
町
防

災
行
政
無
線
・
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

病
院
・
施
設
で
の

不
在
者
投
票

指
定
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所

中
の
人
は
、
病
院
・
施
設
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ

ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
で
投
票
で
き

な
い
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

○
期
　
間

４
月
５
日（
水
）〜
８
日（
土
）

○
時
　
間

毎
日
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

○
場
　
所

勝
央
町
役
場
庁
舎
東
側

「
期
日
前
投
票
所
」

郵
便
投
票

身
体
障
害
者
等
の
人
で
勝
央
町
選

挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵
便
投
票
の
証

明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
郵

問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
３８
ー
３
１
１
１

立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会

▼
日
　
時

３
月
２２
日（
水
）

午
後
１
時
３０
分
〜

▼
場
　
所

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

立
候
補
届
出

▼
日
　
時

４
月
４
日（
火
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
　

▼
場
所

勝
央
町
役
場
２
階
会
議
室

☆投票時間：午前７時～午後６時
※期日前投票は午後８時までです。

☆第１投票所（勝間田地区）：
総合保健福祉センター

変更になりました
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。



暴行による外傷、内出血（あざ）、火傷�
等の傷跡が見受けられたり、意思に反�
して身体を拘束された場合�

※４月号広報紙では、地域包括支援センターが行う地域支援事業の案内をお知らせします。�

■問い合わせ先　勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２�

STOP!STOP!STOP!

心理的�
虐待�

経済的�
虐待�

性的�
虐待�

世話の�
放棄�

年金等の現金を渡さなかったり、財産�
を無断で処分する等、経済的不安が与�
えられたと見受けられる場合�

言葉による暴力や無視等によって心理�
的にひどく不安定な状態が見受けられ�
る場合�

食事等の日常の�
介護が放棄され、�
高齢者の健康維�
持がなされてい�
ないと見受けら�
れる場合�

性的暴力、また�
は性的いたずら�
を受けたと見受�
けられる場合�

身体的�
虐待�

■地域包括支援センターのイメージ�

地域包括支援センター�

地域包括支援センター運営協議会�

高齢者や�
家族�

総合的な相談�
・心身の衰え　　　�
・介護の不安や悩み�
・緊急の支援　　　�

適切な�
サービスに�
つなげる�

・介護予防事業　　　　�
・新予防給付　　　　　�
　（介護保険サービス）�
・地域の行政機関、保健�
　所、医療機関、児童相�
　談所、ボランティア、�
　民生委員などを状況に�
　応じて紹介します。　�

電話・来所・訪問�

公正・中立の確保�

主　任�
ケアマネジャー�

社会福祉士等�

　介護保険被保険者や利用者の代表、学識経験者などが定期的に�
協議会で話し合い、適切な運営を確認します。　　　　　　　　�

保健師�
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高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
尊
厳
あ
る

そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
各
種
相
談
の
受
け
付
け
・
虐
待
防
止
・
見
守

り
等
、
心
身
の
状
態
に
合
わ
せ
た
必
要
な
支
援
を
す

る
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
拠
点
と
し
て
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
が
、
４
月
１
日
に
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

４月から「地域包括支援センター」が設置されます
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割

・
地
域
の
高
齢
者
の
状
態
を
把
握
し
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

・
虐
待
防
止
な
ど
高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
努
め
ま

す
。（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

・
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支
援
を
し
ま
す
。

・
高
齢
者
や
家
族
の
総
合
的
な
相
談
を
受
け
付
け
、

継
続
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

・
地
域
の
介
護
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

・
地
域
に
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま

す
。

専
門
職
員
が
皆
さ
ん
を

支
え
ま
す

勝
央
町
職
員
主
体
の
保
健
・
福
祉
・
介
護
の
専
門

職
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
地
域
の
高
齢
者
等
を
支

援
し
ま
す
。

選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で

やめよう！高齢者虐待
近年、高齢者（６５歳以上）が家族や入所・利用している施設・病院内等で暴力などを受

ける「高齢者虐待」が大きな問題となっています。そこで、高齢者の人権を守るために、

４月１日から「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」が施行

されます。

①高齢者虐待は大きく５つに分類されます

②高齢者虐待をどう防ぐのか
高齢者虐待は、地域と福祉専門機関が一体となっ

て取り組まなければなりません。虐待を受けたと思

われる高齢者を発見したときは、法律により速やか

に通報、または届け出をしなければなりません。ま

た、通報した人の情報が漏れることも法律で禁止さ

れています。高齢者虐待を発見したら、まずは役場

に相談してください。なお、岡山県では高齢者福祉

に関する相談窓口として、岡山県高齢者サービス相

談センター（�０８６－２２４－２５２５）も設けて

いますので、こちらもご活用ください。



２
月
１９
日
、
勝
間
田
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
有
志
の
会
」

の
皆
さ
ん
１２
人
が
小
学
校

内
外
で
奉
仕
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

ゴ
ミ
を
減
ら
し
て
犯
罪

が
起
こ
り
に
く
い
環
境
に

す
る
た
め
、
高
速
バ
ス
停

付
近
や
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
周
辺
で
は
、
投
げ

捨
て
ら
れ
た
煙
草
の
吸
い

殻
や
空
き
缶
な
ど
を
拾
い

集
め
ま
し
た
。
ま
た
、
学

校
敷
地
内
を
外
か
ら
よ
く

見
え
る
よ
う
に
し
て
、
不

子
ど
も
た
ち
を
危
険
か
ら
守
ろ
う

勝
間
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ「
有
志
の
会
」奉
仕
活
動

審
者
が
侵
入
し
に
く
い
よ

う
に
、
運
動
場
周
り
の
サ

ザ
ン
カ
を
き
れ
い
に
刈
り

取
り
ま
し
た
。
校
舎
内
で

は
、
日
頃
使
う
机
に
穴
が

空
い
て
い
た
り
落
書
き
が

あ
る
天
板
の
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

「
有
志
の
会
」
の
活
動

は
今
年
度
３
回
目
で
、
今

回
は
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

２
月
５
日
、
横
仙
歌
舞
伎
四
季
の
公

演
「
冬
」
が
勝
央
町
教
育
委
員
会
と
奈

義
町
教
育
委
員
会
の
連
携
事
業
と
し
て

勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
演
１
時
間
前
に
は
勝
央
文
化
ホ
ー

ル
に
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気

ぶ
り
で
、
約
５
１
０
人
が
会
場
を
埋
め

尽
く
し
ま
し
た
。

横
仙
歌
舞
伎
保
存
会
の
公
演
に
先

立
っ
て
、
奈
義
町
こ
ど
も
歌
舞
伎
教
室

に
よ
る
「
義
経
千
本
桜
　
道
行
の
段
」

が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

伝
統
芸
能

熱
演
に
拍
手
喝
采
！

横
仙
歌
舞
伎
四
季
の
公
演「
冬
」

奈
義
小
学
校
の
３
年
生
を
中
心
に
、

三
味
線
の
音
色
に
合
わ
せ
て
の
立
ち
振

る
舞
い
や
台
詞
に
、
会
場
か
ら
何
度
も

拍
手
や
歓
声
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
横
仙
歌
舞
伎
保
存

会
に
よ
る
「
恋
飛
脚
大
和
往
来
　
新
ノ

口
村
の
段
」
で
は
、
心
に
響
く
熱
演
に
、

観
客
は
人
情
の
奥
の
深
さ
を
身
に
染
み

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

芝
居
が
終
わ
り
、
熱
心
に
見
入
っ
て

い
た
観
客
に
感
想
を
伺
う
と
「
横
仙
歌

舞
伎
は
よ
く
見
に
行
き
ま
す
。
奈
義
町

こ
ど
も
歌
舞
伎
教
室
は
子
ど
も
た
ち
が

と
て
も
可
愛
ら
し
か
っ
た
で
す
。
横
仙

歌
舞
伎
保
存
会
の
皆
さ
ん
は
演
技
が
と

て
も
上
手
で
、
す
ご
か
っ
た
で
す
。
ま

た
、
今
回
初
め
て
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
そ
の
舞
台
も
素
晴
ら
し
か
っ

た
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

なぎなた大躍進！各種表彰を受賞

▲
奈
義
町
こ
ど
も
歌
舞
伎
教
室

「
義
経
千
本
桜
　
道
行
の
段
」
の
一
場
面

�
横
仙
歌
舞
伎
保
存
会

「
恋
飛
脚
大
和
往
来
　
新
ノ
口
村
の
段
」
の
一
場
面

日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞

な
ぎ
な
た
競
技
岡
山
県
成
年
女
子
チ
ー
ム

山
下
美
由
貴

監
督（
畑
　
屋
）

濱
岡
紀
久
子

選
手（
岡
山
市
）

石
川
　
直
美

選
手（
石
　
生
）

植
月
　
孝
子

選
手（

平
　
）

１
月
２８
日
、「
第
６４
回
山
陽
新

聞
体
育
賞
」
の
表
彰
式
が
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
で
行
わ
れ
、

山
下
み
ど
り
さ
ん
（
勝
間
田
高
校
）

が
受
賞
し
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
は
、
昨
年
８
月
に
千

葉
県
で
行
わ
れ
た
「
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）」
な
ぎ
な
た
競
技
個
人
の
部

で
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
そ
れ
ら
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
受
賞
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

平
成
１７
年
度
岡
山
県
学
校
体
育

表
彰
（
１
／
２４
岡
山
県
庁
）

・
山
下
み
ど
り

第
５
回
岡
山
市
人
見
絹
枝
ス

ポ
ー
ツ
顕
彰
（
１
／
２９
岡
山
市

役
所
）

﹇
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
﹈

・
濱
岡
紀
久
子

平
成
１７
年
度
岡
山
県
高
等
学
校

体
育
連
盟
全
国
大
会
等
優
秀
選

手
・
指
導
者
表
彰
（
２
／
１
岡

山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
）

﹇
岡
山
県
高
体
連
専
門
部
優
秀

選
手
賞
﹈

・
山
下
み
ど
り

﹇
全
国
大
会
優
秀
選
手
賞
﹈

・
山
下
み
ど
り

山
陽
新
聞
体
育
賞

山
下
み
ど
り
さ
ん（
勝
間
田
高
校
）

・
河
本
梨
沙

・
谷
元
理
恵
子

﹇
全
国
大
会
優
勝
指
導
者
賞
﹈

・
松
田
佐
知
子

平
成
１７
年
度
岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ

賞
（
２
／
１６
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま

き
び
）

・
山
下
み
ど
り

平
成
１７
年
度
岡
山
県
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
賞（
２
／
２０
三
光
荘
）

﹇
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
﹈

・
な
ぎ
な
た
競
技
少
年
女
子
岡
山

県
チ
ー
ム

・
山
下
み
ど
り

﹇
ス
ポ
ー
ツ
激
励
賞
﹈

・
勝
間
田
高
校
な
ぎ
な
た
部

・
河
本
梨
沙

・
谷
元
理
恵
子

１
月
２３
日
、
２
０
０
５
年
の
ス

ポ
ー
ツ
界
で
最
も
活
躍
し
た
選

手
・
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
「
第
５５

回
日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
読
売
新
聞

社
主
催
）」
の
表
彰
式
が
東
京
都

の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
行
わ
れ
、

な
ぎ
な
た
競
技
岡
山
県
成
年
女
子

チ
ー
ム
が
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
１０
月
に
行
わ
れ

た
「
お
か
や
ま
国
体
」
で
、
演
技

競
技
で
第
５
位
、
試
合
競
技
で
第

１
位
と
い
う
成
績
を
収
め
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、

４９
競
技
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
、
最

優
秀
選
手
２５
人
、
優
秀
団
体
１９

チ
ー
ム
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

お
か
や
ま
国
体
で
の
好
成
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
▼
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あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

２
月
１４
日
、
岡
山
県
町
村
議
会
議
長
会

表
彰
が
行
わ
れ
、
岡
本
良
市
議
長
と
日
笠

善
勝
議
員
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
笠
善
勝
議
員
は
２
月
１０
日
に

岡
山
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
表
彰
も
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

岡
本
議
長
は
、
昭
和
６１
年
に
初
当
選
後

２０
年
間
に
わ
た
り
議
員
を
務
め
、
平
成
１４

年
か
ら
は
議
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

日
笠
議
員
は
、
昭
和
６１
年
に
初
当
選
後

２０
年
間
に
わ
た
り
議
員
を
務
め
、
平
成
１４

年
か
ら
は
監
査
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
寄
与
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

町
の
発
展
に
貢
献

岡
本
　
良
市

議
長

日
笠
　
善
勝

議
員

▲日笠　善勝議員 ▲岡本　良市議長

吉
野
小
学
校
で
は
、
３
年
生
の
総

合
学
習
の
時
間
に
黒
豆
づ
く
り
の
体

験
を
し
ま
し
た
。

児
童
は
「
ハ
サ
ミ
で
枝
を
切
っ
た

り
土
を
起
こ
し
た
り
す
る
の
が
難
し

か
っ
た
け
れ
ど
、
黒
豆
づ
く
り
は
楽

し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

黒
豆
を
収
穫
し
た
あ
と
、
児
童
た

ち
は
黒
豆
の
使
い
道
を
話
し
合
い
ま

し
た
。
半
分
は
給
食
に
出
す
こ
と
に
、

も
う
半
分
は
売
っ
て
寄
付
を
す
る
こ

と
に
決
め
、
授
業
参
観
の
日
に
保
護

者
に
黒
豆
を
販
売
し
ま
し
た
。

そ
し
て
２
月
１７
日
、
吉
野
小
学
校

３
年
生
の
児
童
８
人
が
役
場
を
訪

れ
、
西
田
町
長
に
「
勝
央
町
の
た
め

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
寄
付
を
手

渡
し
ま
し
た
。

美味しい黒豆が採れたよ
総合学習で黒豆づくり

▲西田町長に寄付を手渡しました

�
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
き
れ
い
な
ま
ち
に



開館時間
10：00～18：00

休館日
くらしのカレンダーを
ご覧ください。

ゆ
っ
た
り

開館時間
10：00～18：00

休館日
くらしのカレンダーを
ご覧ください。

じ
っ
く
り
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と

勝央町内の施設案内と、サイモンさんの目か
ら見た勝央町を読みながらコーヒーブレイク

とと

第�

号�

56

サ
イ
モ
ン

サイモンさんは、平
成１３年８月からＡＬ
Ｔとして勝央町教育
委員会に勤めていま
す。掲載文は英語も
日本語もサイモンさ
ん自身が書いていま
す。本人の希望によ
り、手直しはほとん
どしていません。

●

お
す
す
め
の
１
冊

●

『「
介
護
の
人
間
関
係
」
に

悩
ん
だ
と
き
に
読
む
本
』

（
お
ち
と
よ
こ

著
／
大
和
書
房
）

こ
れ
か
ら
の
介
護
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
交
渉
力
が
決
め
手
で

す
。
著
者
の
体
験
も
踏
ま
え
た
、
あ
の

手
、
こ
の
手
、
奥
の
手
を
伝
授
。
身
内

で
お
金
の
話
を
す
る
コ
ツ
か
ら
、
医
師

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
上
手
な
話
し

方
ま
で
、「
介
護
の
鉄
則
６２
」
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
介
護
の
人
間
関
係
で
お
悩
み
の
人
や
こ
れ
か
ら
の
介
護
に
役
立
つ

１
冊
で
す
。

●

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

●

◆
お
は
な
し
た
い
む

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

・
日
　
時
�
３
月
１１
日（
土
）、
２２
日（
水
）

１１
時
〜
　
３０
分
程
度

・
場
　
所
�
勝
央
図
書
館

●

新

着

案

内

●

・
「
道
三
堀
の
さ
く
ら
」（
山
本
一
力

著
／
角
川
書
店
）

・
「
江
原
啓
之
へ
の
質
問
状

―
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
法
則
で
救
わ
れ
る
の
か
―
」

（
江
原
啓
之

著
／
徳
間
書
店
）

・
「
場
所
」（
瀬
戸
内
寂
聴

著
／
新
潮
社
）

・
「
小
中
学
生
か
ら
と
れ
る
資
格
と
検
定
大
事
典
！
」

（
オ
バ
タ
カ
ズ
ユ
キ
・
斉
藤
哲
也

編
・

さ
か
た
し
げ
ゆ
き

イ
ラ
ス
ト
／
学
研
）

・
「
ト
ロ
ー
ル
・
ミ
ル
　
上
・
下
」

（
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ラ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

作
・

金
原
瑞
人
・
杉
田
七
重

訳
／
あ
か
ね
書
房
）

・
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ら
ー
め
ん
て
ん
し
」

（
や
な
せ
た
か
し

原
作
・
ト
ム
ス
・
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト

作
画
／

フ
レ
ー
ベ
ル
館
）

児

童

書

一

般

書

ホームページ
http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

● サイモン勝央記

● ゆったり図書館

開園時間�
9：00～17：00�
入園無料�

の
ん
び
り

の
ん
び
り

の
ん
び
り

の
ん
び
り

の
ん
び
り

３月イベント情報

●

今
月
の
展
示

●

【
特
別
展
示
室
】

綺
堂
・
六
福
と
新
国
劇
（
〜
５
月
２１
日
�
ま
で
）

※
３
月
２８
日（
火
）か
ら
は
、
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
に
て
展
示

【
展
示
室
】

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
郷
土
の
画
家
た
ち
―
素
描
と
淡
彩
―
」

（
〜
３
月
１９
日
�
ま
で
）

特
別
展
「
水
野
恭
子
展
」（
３
月
２８
日
�
〜
５
月
２１
日
�
ま
で
）

【
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
】

第
２８
回
瀬
戸
内
版
画
展
―
勝
央
会
場
―
（
３
月
７
日
�
〜
１９
日
�
ま
で
）

第
１７
回
余
　
を
楽
し
む
会
展
（
３
月
２８
日
�
〜
４
月
９
日
�
ま
で
）

【
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
・
２
】

第
２
回
陶
芸
教
室
の
作
品
展
（
３
月
４
日
�
〜
１９
日
�
ま
で
）

●

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク

●

赤
堀
佐
兵
作
「﹇
雌
牛（
二
）﹈」（
鉛
筆
・
紙
）
制
作
年
不
詳

赤
堀
佐
兵
（
明
治
３７
年
〜
昭
和
３６
年
）
は
、
勝
央
町
勝
間
田
に
生
ま

れ
、
独
立
展
を
舞
台
に
活
躍
し
た
洋
画
家
で
す
。
赤
堀
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
表
現
方
法
を
試
み
な
が
ら
、
長
い
模
索
の
果
て
に
、
キ
ュ
ビ
ズ
ム
的

構
成
を
元
に
独
特
の
画
風
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

赤
堀
の
油
彩
作
品
に
は
、
田
園
風
景
や
家
畜
、
小
動
物
が
多
く
描
か

れ
て
い
ま
す
。
厚
く
塗
ら
れ
た
柔
ら
か
な
色
調
の
画
面
か
ら
は
、
身
近

な
風
景
や
生
き
物
に
向
け
る
赤
堀
の
清
浄
な
姿
勢
が
伺
え
ま
す
。

洋
画
家
　
中
山
巍
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。「
赤
堀
を
見

る
と
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
人
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
を
思
い
出
さ
ず
に
い
ら
れ
な

か
っ
た
。
素
朴
で
謙
譲
な
ア
ッ
シ
ジ
の
聖

者
が
小
鳥
に
説
教
し
て
い
る
風
情
は
、
赤

堀
が
武
蔵
野
の
寂
し
い
野
道
に
立
っ
て
い

る
と
き
の
感
じ
に
似
て
い
た
に
違
い
な

い
。
…
清
貧
に
甘
ん
じ
て
絵
を
描
い
て
い

た
生
活
は
ま
こ
と
に
美
し
い
も
の
で
、
聖

者
の
気
が
人
に
迫
る
く
ら
い
だ
っ
た
」

油
彩
作
品
を
生
み
出
す
過
程
と
し
て
、

多
く
の
素
描
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

描
線
に
は
、
モ
チ
ー
フ
を
目
の
前
に
し
た

瞬
間
の
率
直
な
感
動
が
現
れ
て
い
ま
す
。

● のんびりノースヴィレッジ

● じっくり美術文学館

売
切
れ
続
出�

　
来
場
は
お
早
め
に�

3月19日�　9：00～14：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�
朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝 市 ＆ フリーマーケット
ファーマーズ 朝 市＆かき祭り

ホームページ
http://www.town.shoo.okayama.jp/museum/index.htm

Let’s try and link together some recent
events.
1.One of my teachers promotes students self
expression with short speeches.  Friends and
family have taught me a lot about this impor-
tant skill.
2.At high school I saw again that matching an
activity with the learning environment is not
easy.  When students lack motivation to com-
municate, I think of a bold Japanese woman
using English and other skills to make the
most of her visit to Korea.
3.In Kyoto I saw an English man talk about
sign language.  His English was translated by
one person and signed by another.  It was
exciting to follow all languages.  He spoke
of "the joy and insight that comes from lan-
guage and human interaction".  Yes, indeed.
4.I’ve been giving students more opportunity
to share their experiences.  Expressing your-
self clearly is an important skill that needs
practice and nurturing.
Yes.  Self expression and understanding

others is an ongoing challenge.  Our ability
to communicate increases our lifestyle expe-
riences.  It also helps us understand others
better.  In any case, did you find any links?

Where Is The Link? 「つなげてみよう」

最近の出来事をつなげてみよう。
１．自己表現の能力を身につけるため、中学生に３０
秒のスピーチを積極的にさせる先生がいます。私の
家族や仲間がこの重要な方法について、いろいろな
ことを教えてくれました。

２．高校の授業を見学したとき、生徒に合う学習活
動の難しさを痛感しました。生徒たちがやる気がな
い場合、韓国で見かけた日本人の観光客が英語を話
したり、漢字を書いたりしてがんばっていた様子を
紹介してあげたいですね。

３．私は京都で、イギリスの人の手話についての講
演を聞きました。彼の英語を日本語に通訳して、別
の通訳者が手話をしました。私は３つの言語の大部
分が理解できて、本当にうれしかったです。彼は
「言葉からの喜びと人とのふれあいからの学び」と
言いました。確かに、そうです。

４．最近、私も子どもたちの経験や考えを言える機
会を増やしています。自分の思いをはっきり言える
ようにすることは大事なことです。でもそれは練習
や指導が必要だと思います。

そうですね。私たちが自分の思いを伝え、他者を
理解するということは、終わりのない挑戦ですね。
コミュニケーションの力により人生の幅が広がりま
す。それは、相手をよりよく理解することにつなが
ります。さぁ、何かのつながりが見えたでしょうか。

《金時健康マラソン大会》（無料）
日　時　３月５日（日）

受付 ９：００～
《動物ふれあいウィーク》（無料）
開催日　３月１９日（日）、２６日（日）

４月２日（日）
内　容　「うさぎレース」「動物の赤ちゃ

んと写真を撮ろう！」など
《園内いちご狩り体験》（有料）
期　間　６月末まで

１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
料　金　３月１５日（水）まで

２００円／１００ｇ
３月１６日（木）から

１５０円／１００ｇ
《園外いちご狩り体験（食べ放題）》（有料）
期　間　５月末まで

１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
料　金　小学生以上　１，２００円

幼　　　児　 ６００円

「
か
き
祭
り
＆
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
朝

市
」
に
多
数
ご
来
園
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
休
み
中
の
日
曜
日
に
は
、
ふ
れ

あ
い
動
物
園
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
の
を
記
念
し
、「
動
物
ふ
れ
あ
い

ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
、
園
内
の
動
物

た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
ミ

ニ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

４
月
１５
日
（
土
）
に
は
、「
ポ
ン
テ

ペ
ル
レ
２
０
０
６
」
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
名
車
と
呼
ば
れ
た
各
国
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
約
７０
台
が
堂
々
集
結

し
ま
す
。
８
時
４５
分
頃
か
ら
１０
時
３０

分
ま
で
の
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
試
乗
会
や
撮
影
会
も
企
画
し
て

い
ま
す
。
ク
ル
マ
好
き
の
人
や
興
味

の
あ
る
人
な
ど
、
多
数
ご
来
園
く
だ

さ
い
。

選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で

門�胤

休園日
３月７日（火）、１４日（火）、２２日（水）で
す。なお、春休み中は休まず営業します。
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あなたはもう受けましたか？

肝炎ウイルス検診
～血液検査で簡単にできます～

①
症
状
は
出
ず
、
自
分
の
体
力
で
自
然
に
治
る
場

合
②
身
体
が
だ
る
い
・
食
欲
が
な
い
・
黄
疸
な
ど
の

症
状
が
出
る
場
合

（
気
が
つ
い
て
治
療
で
き
ま
す
）

③
症
状
は
出
ず
、
ウ
イ
ル
ス
が
何
十
年
も
体
内
に

残
る
場
合

（
キ
ャ
リ
ア
に
な
り
、
こ
の
場
合
が
あ
ぶ
な

い
！
）

※
③
の
場
合
、
感
染
に
気
づ
か
ず
に
い
る
と
、
十

数
年
と
い
う
長
い
感
染
期
間
を
経
て
、
慢
性
肝

炎
か
ら
肝
硬
変
・
肝
臓
が
ん
へ
と
悪
化
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と

ど
う
な
る
の
？

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
１
度
受
け
る
よ
う
勧
め
て
い

ま
す
。

あ
な
た
は
も
う
受
け
ま
し
た
か
？
ま
だ
の
場
合

は
、
勤
め
て
い
る
人
は
職
場
の
健
診
（
検
査
項
目

に
な
い
場
合
は
追
加
希
望
で
申
し
込
む
）
で
、
内

科
の
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
人
は
病
院
で
そ
れ
ぞ

れ
申
し
出
て
、
積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
町
の
基
本
健
診
を
受
け
る
人
に
は
、
平

成
１４
年
度
か
ら
１８
年
度
ま
で
の
５
カ
年
計
画
で
、

国
の
補
助
を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
が

最
終
年
度
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
受
け
て
い
な
い
場

合
は
基
本
健
診
を
申
し
込
み
、
今
年
は
ぜ
ひ
受
け

ま
し
ょ
う
。

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

検
査
の
結
果
が
ウ
イ
ル
ス
陽
性
の
場
合
で
も
、

生
活
は
普
通
で
構
い
ま
せ
ん
。

主
治
医
の
先
生
と
３
カ
月
か
ら
４
カ
月
ご
と
に

血
液
検
査
や
超
音
波
検
査
な
ど
長
期
に
わ
た
り
経

過
を
見
て
い
き
、
肝
機
能
が
悪
く
な
る
よ
う
な
ら

肝
臓
の
働
き
を
助
け
る
治
療
を
始
め
て
、
肝
臓
が

ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
陽
性
だ
っ
た
ら

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

問
い
合
わ
せ
先

肝
臓
が
ん
と
は
、
肝
臓
に
発
生
す
る
悪
性
腫
瘍
の
こ
と
で
、
肝
細
胞
が
ん
、
胆
管
細
胞

が
ん
、
肝
芽
腫
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
９０
％
の
症
例
は
原
発
性
の
肝
細
胞
が
ん
で
あ
り
、
肝

硬
変
の
経
過
に
お
い
て
発
生
し
ま
す
。
と
く
に
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
の
キ
ャ
リ
ア
の
慢
性
肝
炎
、
肝
硬
変
、
ア
ル
コ
ー
ル
過
剰
摂
取
が
原
因
と
し
て
重
視
さ

れ
、
肝
臓
が
ん
の
危
険
性
が
き
わ
め
て
高
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

肝
臓
が
ん
に
か
か
る
人
は
年
々
増
え
て
お
り
、

肝
臓
が
ん
に
な
っ
た
人
の
８０
％
に
Ｃ
型
肝
炎
が
、

ま
た
、
１０
％
に
Ｂ
型
肝
炎
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
国
は
４０
歳
か
ら
７０
歳
ま
で
の
人
に
肝

愛育・栄養委員合同研修会を
開催しました。

１月２６日、総合保健福祉センター

で愛育・栄養委員合同研修会が開か

れ、委員９０人が参加しました。愛

育・栄養委員会では、２年目に骨粗

鬆症（こつそしょうしょう）の検査

を行い、健康管理に役立てようと取

り組んでいます。今年は、健診後に

長尾医院の片山善夫先生を招いて指

導を受けました。骨粗鬆症の原因や

身体の状態、日常生活の中でできる

予防の話を聞いたり、グループに分

かれて「骨粗鬆症予防のために努力

していることやこれからしようと思

うこと」など、

活発な話し合

いが行われま

した。



（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
３２
回
美
作
地
区
少
年
柔
道
大

会
（
１１
／
２３
養
徳
館
）

（
小
学
校
１
・
２
年
生
の
部
）

第
３
位
　
小
林
未
来
登

（
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
）

優
　
勝
　
難
波
実
里

◇
第
３３
回
西
郷
四
郎
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
交
歓
柔
道
大
会
（
１２
／
１８
広

島
県
尾
道
市
）

【
個
人
戦
】

（
小
学
校
４
年
生
男
子
の
部
）

準
優
勝
　
難
波
宏
貴
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◇
第
２１
回
美
作
地
区
小
学
生
卓
球

大
会
（
２
／
５
美
作
ア
リ
ー
ナ
）

準
優
勝
　
板
倉
卓
也

◇
第
５
回
津
山
衆
楽
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
旗
少
年
柔
道
錬
成
大
会

（
２
／
５
津
山
東
体
育
館
）

【
団
体
戦
】

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

第
３
位
　
養
徳
館

【
個
人
戦
】

（
小
学
校
１
年
生
の
部
）

第
３
位
　
小
林
未
来
登

（
小
学
校
６
年
生
男
子
の
部
）

優
　
勝
　
藤
澤
征
憲

（
小
学
校
６
年
生
女
子
の
部
）

優
　
勝
　
難
波
実
里

◇
岡
山
県
少
年
剣
道
錬
成
大
会

（
２
／
１１
岡
山
武
道
館
）

（
小
学
校
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館

（
中
学
校
の
部
）

準
優
勝
　
勝
央
中
学
校

◇
第
４０
回
備
後
少
年
剣
道
錬
成
大

会
（
２
／
１２
広
島
県
福
山
市
）

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

第
３
位
　
養
徳
館

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館

勝央町地球温暖化対策
取り組み状況報告

勝英衛生施設組合地球温暖化対策
実行計画結果報告

勝英衛生施設組合では、平成１０年に公布された地球温暖化

対策推進に関する法律及び基本方針に基づき、地球環境のた

めに温室効果ガス（主に二酸化炭素で、当組合では電気、重

油の使用及び乗用車の使用等により発生）の排出削減に平成

１２年度から取り組んできました。

内容としては、平成１１年度（基準年度）の温室効果ガス総

排出量７０５．６ｔ－Ｃｏ２／年を基準として、平成１６年度（目標

年度）に総排出量を６４５．４ｔ－Ｃｏ２／年とし、基準年度と比

較して８．５４%の削減を目標とした計画です。

この削減計画を実行し、目標年度において総排出量は５６８．

１ｔ－Ｃｏ２／年となり、目標を大きく上回る１９．５０％の削減

となりました。この削減の大きな要因としては、電気使用量

の削減及び焼却設備更新による重油使用量の削減です。

実行計画としては終了いたしましたが、今後とも環境保全、

また、経費節減にもつながるこの取り組みを継続していきた

いと考えています。

�問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２

�問い合わせ先

勝英衛生施設組合　�３８－２２０９

（ｔ－Ｃｏ２）�
�

温室効果ガス�
総排出量�

削減量�

削減率�

平成11年度�
（基準年度）�

705.6

－�

－�

平成16年度�
（目標年度）�

645.4

60.2

8.54％�

平成13年度�
（中間年度報告）�

630.9

74.7

10.60％�

平成16年度�
（最終報告）�

568.1

137.5

19.50％�

温室効果ガス�
総排出量�

削減量�

削減率�

平成12年度�
（基準年度）�

878.4

－�

－�

平成18年度�
（目標年度）�

858.2

20.2

2.30％�

平成16年度�
（中間年度報告）�

756.3

122.1

13.90％�

�

（ｔ－Ｃｏ２）�

勝央町では、行政活動における事務及び事
業に関し、温室効果ガスの排出抑制を図り地
球温暖化防止対策を総合的かつ計画的に推進
するため「地球温暖化対策に関する基本方針」
に基づき、平成１３年度に勝央町地球温暖化対
策実行計画を策定しました。
内容としては、実行計画の期間を５年間に
設定し、基準年度を平成１２年度、開始年度を
平成１４年度、終了年度（目標年度）を平成１８
年度とし、温室効果ガスの主である二酸化炭
素総排出量（電気・ガソリン・重油など）を
基準年度対比で２．３％以上の削減を目標とす
るものです。これは、単年比較で約１２０万円
の経費削減に相当することになります。
また、その後、勝央文化ホールなど文化施
設が完成したことにより、平成１７年度におい
て実行計画の改訂を行っています。
今後とも、地球温暖化対策に取り組み、温
室効果ガス削減・経費削減に努めてまいりた
いと思います。
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最近、勝央町内に下記のような架空請求のハガキが多数届いています。このようなハガキが届い

ても慌てず、記載の電話番号には電話をかけないようご注意ください。

また、どうしても不安な人は勝央町役場税務住民部（�３８－３１１６）、岡山消費生活セ

ンター（�０８６－２２６－０９９９）までお問い合わせください。

総合消費料金未納分訴訟最終通告書
訴訟番号　（イ）４０８６１５－７９号

現在、貴殿は「総合消費料金未納分」について通信販
売契約会社、運営会社から「未だ連絡が無い状態」とし
て民事訴訟による訴状が提出されております。

このまま連絡無き場合、指定裁判所から書類通達後に
出廷となり、原告側の主張が全面的に受理され、被告の
給与及び動産物、不動産物の差し押さえを執行官立ち会
いのもと強制執行し、「執行証書の交付」を承諾して頂
きます。

民事訴訟、裁判取り下げ等のご相談に関しましては当
局にて承りますが、こちら「総合消費者民法特例法」に
よる法務省認可通達書の為、「個人情報保護法」上、ご
本人様のご連絡をお願いいたします。

尚、当局は原告側からの訴訟通達、また訴訟の正当性
を確認する機関であり、当局が貴殿に対し訴訟を提起す
るのではありません。予め、ご了承ください。

※最近、架空請求業者の新しい手口として少額訴訟手続
（少額訴訟は１日で判決が出てしまう為、放置してし
まうと欠席裁判となり原告側の言い分通りの判決が出
される）のを利用し、実際に訴訟を提起する事例もご
ざいます。

万が一、身に覚えが無い場合、早急にご連絡ください。
裁判取り下げ最終期日　本書到着後３営業日以内
03－3306－4016（訴訟管理課）平日9:00～20:00

〒１６４－０００３東京都中野区東中野４－１９－８
民事訴訟通達管理局

勝央町内では、同じ番号が別々

の人に送られるケースもありまし

た。

何を請求しているのか分かりま

せん。これは、わざと請求内容を

確認させることが目的です。

このような法律・制度はありま

せん。

このような内容の文面をハガキ

で送っていながら個人情報保護法

を主張すること自体おかしなこと

です。

または、○月○日までと日付を

指定している場合があります。ど

ちらも相手に考える時間を与えな

いため、配達日に近い日になって

います。

この番号には、絶対に電話をか

けないでください。

同じ文面（内容）でもハガキに

よって、電話番号・住所・名称は

バラバラです。

「早急にご連絡ください」には、�
　　　　　　ご注意ください�
「早急にご連絡ください」には、�
　　　　　　ご注意ください�
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お知らせのページ�

役場への電話・メール

総　務　部（�３８－３１１１）
soumu@town.shoo.lg.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（�３８－３１１２）
sangyou@town.shoo.lg.jp

土木・都市計画
（�３８－３１１３）

kensetsu@town.shoo.lg.jp

税務住民部
税　務（�３８－３１１４）
zeimu@town.shoo.lg.jp

国　　 保（�３８－３１１５）
戸籍・年金（�３８－３１１６）
choumin@town.shoo.lg.jp

健康福祉部（�３８－７１０２）
福　祉
fukushi@town.shoo.lg.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.lg.jp

上下水道部（�３８－３１１７）
上　水
suidou@town.shoo.lg.jp

下　水
gesuidou@town.shoo.lg.jp

出　納　室（�３８－１７５１）
suitou@town.shoo.lg.jp

教育委員会
教育振興部
学校教育（�３８－１７５２）
gakuji@town.shoo.lg.jp

社会教育（�３８－１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.lg.jp

議会事務局（�３８－１７５４）
gikai@town.shoo.lg.jp

募
集�

■映画「男たちの大和」上映会
３月５日（日）
１回目　１０時～１２時２０分
２回目　１３時３０分～１５時５０分
※開場は上映の３０分前です。
前売券
高校生～一般………１，３００円
６０歳以上（要証明）

………１，０００円
３歳～中学生……… ８００円
当日券
高校生～一般………１，５００円
６０歳以上（要証明）

………１，０００円
３歳～中学生………１，０００円

■第１回しょうおう町民音楽祭
３月１９日（日）
１３時３０分～（１３時開場）
入場無料

■チケット販売元・問い合わせ先
勝央町公民館　�３８－２５８０
勝央美術文学館　�３８－０２７０

勝央文化ホールイベント案内
（勝央町・勝央町教育委員会等関係分のみ掲載）

▼
受
付
期
限

４
月
７
日（
金
）（
必
着
）

▼
試
験
日
　

４
月
１５
日
（
土
）
〜
１７
日
（
月
）
の

い
ず
れ
か
１
日

▼
場
　
所

・
一
般

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
及
び
三
軒
屋

駐
屯
地

・
技
能

伊
丹
駐
屯
地
等

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
岡
山
地
方
連
絡
部
津
山
出

張
所�

２２
―
５
６
３
７

予
備
自
衛
官
補（
陸
）

採
用
試
験

選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で

お
知
ら
せ�

岡
山
県
交
通
事
故
相
談
所
津
山
支

所
の
相
談
日
が
４
月
か
ら
次
の
よ
う

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
日
　
時

毎
週
火
・
木
曜
日

１３
時
〜
１６
時

▼
場
　
所

美
作
県
民
局
別
館
１
階

（
津
山
市
山
下
５３
）

▼
そ
の
他

勝
央
町
で
の
巡
回
相
談
は
、
終
了

し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
火
・
木
曜
日

美
作
県
民
局（
直
通
）

�
０
８
６
８
―
２３
―
２
３
１
１

・
そ
の
他
の
曜
日

岡
山
県
庁（
代
表
）

�
０
８
６
―
２
２
４
―
２
１
１
１

岡
山
県
交
通
事
故
相
談
所
津
山
支
所
の

相
談
日
が
変
わ
り
ま
す

健
全
な
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
に

資
す
る
た
め
、
第
３
種
公
認
審
判
員

認
定
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
財
）日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

第
３
種
公
認
審
判
員
認
定
会

合
格
者
に
は
、
第
３
種
公
認
審
判

員
の
資
格
を
付
与
し
ま
す
。

▼
日
　
時

３
月
１９
日（
日
）

８
時
４５
分
〜
１５
時
４０
分
　

▼
場
　
所
　

・
受
付

学
科:

勝
央
共
同
福
祉
施
設

・
実
技

勝
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場

▼
受
験
料

９，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・

認
定
料
・
年
度
登
録
料
を
含
む
）

▼
対
象
者

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導

者
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
、
教
職

員
指
導
者
等

▼
申
込
期
限

３
月
８
日（
水
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
公
民
館

�
３８
―
２
５
８
０

勝
央
町
で
は
結
婚
相
談
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

結
婚
相
談
員

募
　
集

「
若
者
の
縁
結
び
を
し
て
あ
げ
た

い
」「
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
聞
い
て

あ
げ
た
い
」
な
ど
、
男
女
の
結
婚
に

関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

人
を
登
録
し
、
結
婚
希
望
者
に
紹
介

し
ま
す
。

積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
け
る

人
や
仲
人
経
験
者
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

火災に気をつけましょう！
春季全国火災予防運動　３月１日（水）～　７日（火）
岡山県山火事予防運動　３月１日（水）～３１日（金）
春先は、空気が最も乾燥し、火災が発生しやすい気候です。

勝央町では、昨年１年間に７件の火災が発生しています。

火災のほとんどは、ちょっとした不注意から身近に発生し

ています。普段から、火の元を点検し、防火に心がけましょ

う。

山火事予防運動重点目標

１．枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火を

しない。

２．たき火の場所を離れるときは、完全に消火する。

３．強風時及び乾燥時には、たき火・火入れをしない。

４．火入れをするときは、市町村長の許可を必ず受ける。

５．たばこの吸い殻は必ず消すとともに、投げ捨てないこと。

６．火遊びはしない。

3月21日（火）
ゴミ収集地区の皆さんへ

３月２１日（火）は祝日のため、２２日（水）に燃えるゴ

ミだけを収集します。

各地区の決まった時間内にそれぞれの収集場所に出

してください。

�問い合わせ先
勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間

４
月
１
日（
土
）〜
１０
日（
月
）

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験

岡
山
県
立
岡
山
操
山
高
等
学
校
通

信
制
課
程
は
、
働
き
な
が
ら
で
も
自

宅
で
の
学
習
を
中
心
に
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
修
業
年
限
３
年
以
上
の

高
等
学
校
で
す
。
青
少
年
は
も
ち
ろ

ん
、
成
人
者
も
入
学
で
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格

中
学
校
等
を
卒
業
、
ま
た
は
修
了

し
た
人
（
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）

で
住
所
、
ま
た
は
勤
務
地
が
岡
山
県

内
に
あ
る
人
。

中
学
校
等
を
卒
業
し
て
い
な
い

人
、
ま
た
は
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

人
で
特
定
の
科
目
を
履
修
し
よ
う
と

す
る
人
は
、
特
科
生
と
し
て
出
願
で

き
ま
す
。

岡
山
県
立
岡
山
操
山
高
等
学
校
通
信
制
課
程

入
学
者
募
集

ア
活
動
と
し
て
参
加
い
た
だ
け
る
人

は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
期
　
間

随
時

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
産
業
建
設
部

�
３８
―
３
１
１
２

▼
募
集
定
員

５
０
０
人

▼
出
願
方
法

３
月
中
は
書
類
郵
送
、
４
月
中
は

書
類
持
参

▼
出
願
期
限

４
月
９
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
０
３
―
８
５
７
４
　
岡
山
市

浜
４
１
２
　
岡
山
県
立
岡
山
操
山
高

等
学
校

�
０
８
６
―
２
７
２
―
２
０
４
０

２
月
１
日
か
ら
、
普
通
自
動
車
の

登
録
（
１
２
５
㏄
を
超
え
る
二
輪
車

を
含
む
）
に
関
す
る
こ
と
及
び
検
査

の
予
約
に
つ
い
て
、
全
国
一
律
に
対

応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
き

ま
し
て
は
、
岡
山
運
輸
支
局
内
の
登

録
部
門
と
検
査
予
約
の
電
話
番
号
が

廃
止
と
な
り
、
次
の
と
お
り
、
新
た

な
電
話
番
号
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

▼
開
設
電
話
番
号

・
岡
山
運
輸
支
局
登
録
部
門

�
０
５
０
―５

５
４
０
―
２
０
７
２

・
岡
山
運
輸
支
局
検
査
予
約

�
０
５
０
―５

５
４
０
―
２
１
７
２

※
そ
の
他
従
来
の
電
話
番
号
は
そ
の

ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

・
岡
山
運
輸
支
局
総
務
企
画
課

�
０
８
６
―
２
７
３
―
２
２
９
６

・
岡
山
運
輸
支
局
輸
送
課

�
０
８
６
―
２
７
３
―
２
１
１
３

・
岡
山
運
輸
支
局
整
備
課

�
０
８
６
―
２
７
３
―
２
１
１
４

・
自
動
車
検
査
独
立
行
政
法
人
岡
山

事
務
所

�
０
８
６
―
２
７
３
―
２
２
９
７

▼
問
い
合
わ
せ
先

中
国
運
輸
局
岡
山
運
輸
支
局

�
０
８
６
―
２
７
３
―
２
２
９
６

岡
山
運
輸
支
局
の
電
話
番
号
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

▼
試
験
日
　

５
月
２１
日（
日
）

▼
場
　
所

岡
山
市
等
（
具
体
的
な
場
所
は
、

受
験
票
に
記
載
さ
れ
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人

等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会

�
０
８
２
―
４
２
４
―
５
６
１
６
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独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
で
は
、
自
動
車
事
故
被
害
者
に

対
す
る
保
護
の
増
進
を
目
的
と
し

て
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
後
遺

障
害
者
に
対
す
る
「
介
護
料
の
支
給
」

及
び
交
通
遺
児
に
対
す
る
「
育
成
資

金
の
無
利
子
貸
付
」
を
次
の
よ
う
に

行
っ
て
い
ま
す
。

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
制

度▼
支
給
対
象
者

自
動
車
損
害
賠
償
保
険
等
に
よ
る

後
遺
障
害
等
級
で
「
常
時
ま
た
は
随

時
の
介
護
が
必
要
な
状
態
」
と
認
定

さ
れ
た
人

▼
支
給
額

常
時
介
護
が
必
要
な
人
　

５
８，
５
７
０
円
〜

１
３
６，
８
８
０
円
（
月
額
）

随
時
介
護
が
必
要
な
人

２
９，
２
９
０
円
〜

５
４，
０
０
０
円
（
月
額
）

▼
そ
の
他

短
期
入
院
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
無
利
子

貸
付
制
度

▼
貸
付
対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
が
死

亡
し
た
り
、
重
度
の
後
遺
障
害
が
残

る
こ
と
と
な
っ
た
被
害
者
の
子
ど
も

▼
貸
付
金
額

一
時
金
　
　
１
５
５，
０
０
０
円

自
動
車
事
故
の
被
害
者
を

救
済
し
ま
す

毎
　
月
　
　
　
２
０，
０
０
０
円

入
学
支
度
金
　
４
４，
０
０
０
円

（
希
望
に
よ
り
小
学
校
・
中
学
校

入
学
時
）

▼
貸
付
期
間

貸
付
決
定
日
か
ら
中
学
校
卒
業
の

月
ま
で

▼
返
還
期
間
・
方
法

中
学
校
卒
業
後
１
年
経
過
し
た
あ

と
、
２０
年
以
内
の
均
等
払
い
に
よ
る

返
還
（
高
校
・
大
学
等
へ
の
進
学
者

は
在
学
中
返
還
を
猶
予
さ
れ
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
岡
山
支
所

�
０
８
６
―
２
３
２
―
７
０
５
３

労
働
者
の
育
児
に
関
す
る
緊
急
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
一
時
的

に
子
ど
も
を
預
け
た
い
労
働
者
と
そ

の
子
ど
も
を
預
か
る
専
門
技
能
を
持

つ
サ
ポ
ー
タ
ー
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
を
登
録
し
、
両
者
の
間
を
取
り

持
つ
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▼
会
員
登
録

利
用
者
（
子
ど
も
を
預
け
た
い
人
）

及
び
サ
ポ
ー
タ
ー
（
預
か
る
人
）
は
、

と
も
に
会
員
登
録
が
必
要
で
す
（
登

録
無
料
）

▼
登
録
条
件
　

・
利
用
者

岡
山
県
内
に
在
住
で
、
共
働
き
、

「
お
か
や
ま
緊
急
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」が

始
ま
り
ま
し
た

ま
た
は
働
く
１
人
親
の
人

・
サ
ポ
ー
タ
ー

岡
山
県
内
在
住
で
、
自
宅
で
子

ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人

▼
サ
ポ
ー
ト
内
容

緊
急
時
の
一
時
預
か
り
（
病
児
・

病
後
児
・
泊
ま
り
の
出
張
等
）

▼
サ
ポ
ー
ト
対
象
児

生
後
３
カ
月
〜
小
学
生

▼
受
付
時
間

９
時
〜
１７
時

▼
利
用
料
金

１
時
間
当
た
り
７
０
０
円

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）
岡
山
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

内
　
お
か
や
ま
緊
急
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局

�
０
８
６
―
２
５
３
―
１
０
９
９

スクールボランティア募集
勝央町教育委員会では、子どもたちのために、一緒に楽しく遊んだり、
得意なことを教えていただける個人・団体を募集しています。
子どもとの出会いやふれあいを楽しみ、喜びや生きがいを見出して、
ボランティアの輪を広げてみませんか。
希望される人は、各小学校、中学校、教育委員会へいつでもお申し込
みください。
■ボランティアの内容
登下校時の見守り、清掃、手芸、手品、読み聞かせ、作業など皆さん
のできる範囲で構いません。
■申込・問い合わせ先
勝央町教育委員会（学校教育） �３８－１７５２
勝　央中学校　�３８－３１４８
勝間田小学校　�３８－３１８８
植　月小学校　�３８－２３１３
吉　野小学校　�３８－２８２１
古吉野小学校　�３８－２３４３

4月から麻しん・風しん単独のワクチンの
無料接種がなくなります

現在、麻しんと風しんのどちらかのワクチンが未接種の人は、か

かりつけ医とよく相談し、３月３１日までに未接種のワクチンを接種

することをお勧めします。（４月からは自己負担となります）

麻しん・風しんともに未接種の人は、４月から始まるＭＲ混合ワ

クチンをご利用ください。

詳しくは、２００５年１２月号広報紙Ｐ９をご覧ください。

�問い合わせ先
勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２
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勝
央
短
歌
会
二
月
例
会
詠
草
抄

昼
も
夜
も
妹
は
ベ
ッ
ド
に
た
だ
睡
り
地
を
打
つ
雨
は
冬
と
な
り
ゆ
く

青
井
千
賀
江

雪
の
日
は
雪
に
耐
え
よ
と
つ
ぶ
や
き
て
ポ
ス
ト
へ
歩
む
目
に
鼻
に
雪

石
川
　
　
都

父
の
ご
と
敬
ひ
し
師
を
見
舞
は
ず
て
今
日
の
葬
り
に
遇
へ
る
哀
し
さ

板
倉
　
淑
子

長
き
歳
月
導
き
た
ま
ひ
し
歌
の
師
の
夢
か
現
か
今
日
の
訃
報
は

板
坂
多
美
子

嵐
山
の
影
暗
ぐ
ら
と
保
津
川
に
繋
が
る
る
船
に
人
影
は
な
し

植
月
　
郁
子

雪
し
ま
く
柿
の
実
あ
さ
る
小
鳥
ら
を
憐
れ
と
見
つ
つ
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
飲
む植

月
　
澄
子

旅
の
若
狭
に
わ
が
購
ひ
し
塗
箸
の
朱
色
変
ら
ず
壮さ

年だ

は
す
ぎ
た
り

岸
本
　
睦
美

己
が
張
る
巣
の
隅
に
ゐ
て
動
か
ざ
る
蜘
蛛
に
も
似
つ
つ
わ
れ
は
待
つ
の
み河

本
　
啓
子

吊
し
柿
取
り
に
来
よ
と
の
母
は
亡
く
た
だ
蕭
蕭
と
風
の
吹
く
軒

竹
久
　
郁
子

Ｉ
Ｔ
に
置
き
去
ら
れ
た
る
我
な
れ
ば
拙
き
筆
に
賀
状
書
き
継
ぐ

寺
坂
　
　
満

高
枝
を
撓
め
て
剪
め
ば
足
震
ふ
老
い
の
力
み
や
雪
の
桃
畑

田
と
よ
子

閑
か
な
る
夜
の
空
気
に
目
覚
む
れ
ば
石
膏
巻
か
れ
し
足
が
重
た
し

濱
田
　
君
子

凍
て
し
水
に
並
み
て
動
か
ぬ
稚
鯉
あ
ま
た
ね
ん
ね
す
る
の
と
孫
が
尋
ね
ぬ檜

尾
ふ
さ
子

凍
る
日
は
外
へ
出
る
な
と
子
が
言
へ
ば
お
ぼ
ろ
陽
の
差
す
道
を
見
て
ゐ
る福

島
　
文
子

そ
の
母
を
「
生
き
て
居
た
か
」
と
抱
き
た
る
復
員
の
日
の
叔
父
を
忘
れ
ず福

田
　
治
子

「
光
明
真
言
」
し
づ
か
に
流
る
る
斎
場
に
長
き
歌
の
師
は
歌
ひ
給
は
ず

光
石
　
和
子

身
近
な
る
人
次
つ
ぎ
に
世
を
去
り
て
供
花
の
ご
と
く
に
落
つ
る
山
茶
花

水
島
さ
だ
み

つ
な
ぎ
置
き
し
わ
が
愛
犬
を
殺
め
た
る
猟
犬
も
飼
主
も
裁
く
者
な
し

田
み
や
子

眉濱眉濱

日本国内に住んでいる２０歳以上６０歳
未満の人は、全員国民年金に加入しま
す。そして、自営業や農林漁業など第
１号被保険者に該当する人は、毎月定
額の保険料（平成１７年度：１３，５８０円）
を納付しなければなりません。
しかし、保険料の負担能力がありな
がら納付しない場合には、将来、無年
金になるおそれがあるばかりでなく、社会連帯に基づ
く基礎年金制度の根幹を揺るがしかねない重大な問題
となってきます。
このため、県下の各社会保険事務所では、度重なる
納付督励（督促）を行っているにもかかわらず、納付
義務を果たしていない人への納付督励（督促）を強化
するため、今年度は県内で１，１００人の未納者に対して
順次「最終催告状」を送付し、強制徴収を実施してい
ます。
国民年金の保険料納付は単なる義務ではなく、未納
の状態が続けば、将来、老齢年金が受けられないこと
や万一の場合に支給される障害年金や遺族年金も受給
できなくなるので保険料はきちんと納付することがと
ても大切です。
なお、経済的な理由で保険料納付がどうしても困難
な場合は「保険料申請免除制度」や「若年者納付猶予
制度」など、保険料が免除される制度があります。
詳しくは、津山社会保険事務所（�２２－７１１６）
へお問い合わせください。

■町社会福祉協議会へ
◇勝間田　倉澤　敬治（亡父　淑郎）

◇勝間田　坂元　敦史（亡父　卓司）

◇小矢田　下山　弘道（亡母　保江）
小矢田老人クラブにも

◇　岡　　太田　勝彦（亡叔父　凖次）
桜台地区にも

◇豊久田　福盛　厚美（亡母　ますみ）
豊久田中老人クラブにも

◇豊久田　佐�　　實（亡父　釀）
豊久田下老人クラブ、畝土居地区にも

◇豊久田　岡本　義信（亡母　冷子）
南光荘、豊久田下老人クラブ、岡組合にも

◇美　野　丸尾　　孝（亡父　行雄）
美野老人クラブ、美野地区にも

◇美　野　丸尾　亮治（亡父　　夫）
美野老人クラブ、勝央苑にも

◇河　原　春名　信一（亡父　明）
河原１～４区にも

◇下町川　赤野　林三（亡母　美和子）
南光荘にも

◇黒　坂　日笠　智文（亡父　彰三）

◇福　吉　中嶋　富義（亡妻　津由子）
高取老人クラブ、勝央苑にも

■（財）金太郎スポーツ振興財団へ
◇ごぶさたカラオケ同好会

人の動き 平成１８年２月１日現在

人　口　１１，５６３人（前月比　ー１４）

男　５，５５１人　　女　６，０１２人

世帯数　３，９２０世帯（前月比　ー９）

国民年金保険料の
強制徴収を実施しています

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

国
民
年
金

だ
よ
り

選 挙 　 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で

栞

英英
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

の
を
感
じ
な
が
ら
大
変
気
持

ち
の
よ
い
状
況
で
実
習
が
で

き
、
ま
た
、
そ
の
美
し
さ
に

も
感
動
し
ま
し
た
。

大
半
の
生
徒
は
、
ス
キ
ー

は
初
め
て
な
の
で
少
し
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
１０
人
に

１
人
ず
つ
お
願
い
し
た
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
優
し
く
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
前
中
は
よ
く
転
ん
で
い
ま

し
た
が
、
午
後
に
は
リ
フ
ト

に
乗
っ
た
り
、
自
由
に
滑
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ス
キ
ー
の

楽
し
さ
を
実
感
で
き
て
、
思

い
出
に
残
る
実
習
と
な
り
ま

し
た
。

場
体
験
の
報
告勝

央
中
学
校

職

楽

▼
表
紙
の
写
真
は
、
２
月
１９
日
に
ノ
ー
ス

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
行
わ
れ
た
か
き
祭
り
の
よ

う
す
で
す
。
お
目
当
て
の
か
き
を
求
め
、

た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

▼
今
月
号
の
広
報
紙
に
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る

架
空
請
求
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
大

事
な
こ
と
は
、
第
一
に
慌
て
な
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
架
空
請
求
や
振
り
込
め
詐

欺
に
し
て
も
、
慌
て
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

内
容
ば
か
り
で
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は

ま
ず
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

平
日
の
昼
間
な
ど
の
相
談
相
手
が
い
な
い

と
き
が
狙
わ
れ
や
す
い
の
も
事
実
で
す
。

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
気
軽
に
役
場
へ
電

話
を
か
け
て
き
て
く
だ
さ
い
。
１
人
で
悩

ん
で
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で

協
力
し
合
っ
て
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
左
の
写
真
は
、
勝
間
田
の
荒
神
谷
池
横

に
あ
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
下
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
か
ら
生
え
て
き
た
松
の
木
で
す
。

兵
庫
県
相
生
市
で
は
「
ど
根
性
大
根
」

が
見
つ
か
り
、
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し

た
。勝

央
町
で
も
、
こ
の
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

た
「
ど
根
性
松
」
が
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
見
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

あ
と
が
き

し
か
っ
た
ス
キ
ー
実
習

勝
間
田
高
校

１年生スキー実習のようす

荒

平
成
１７
年
度
の
勝
間

田
高
校
１
年
生
ス
キ
ー

実
習
を
、
１
月
２０
日
に

は
専
門
科
（
グ
リ
ー
ン

環
境
科
・
食
品
科
学

科
・
産
業
工
学
科
）
３

ク
ラ
ス
、
２７
日
に
は
総

合
学
科
２
ク
ラ
ス
、
合

計
５
ク
ラ
ス
（
２
０
０

人
）
で
鏡
野
町
の
恩
原

高
原
ス
キ
ー
場
パ
ノ
ラ

マ
ゲ
レ
ン
デ
に
お
い
て

実
施
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
１
年
団

を
２
回
に
分
け
て
実
施

し
ま
し
た
が
、
幸
運
に
も
２

日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
青
い
空
と
白
く
広
い

ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
の
中
、

山
々
に
日
の
光
が
差
し
込
む

高取保育園での職場体験のようす

ン
ド
に
先
生
と
園
児
の
み
ん

な
で
大
き
な
輪
を
つ
く
っ
て
、

歌
を
う
た
い
な
が
ら
踊
っ
た

り
し
ま
し
た
。
み
ん
な
、
か

わ
い
か
っ
た
で
す
。
毎
朝
、

運
動
会
で
踊
っ
た
も
の
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
２
日
目
。

園
児
の
み
ん
な
の
顔
と
名
前

が
だ
い
た
い
覚
え
ら
れ
ま
し

た
。
積
極
的
に
話
し
か
け
ま

し
た
。
保
育
園
を
出
て
、
散

歩
に
も
行
き
ま
し
た
。
３
日

目
。
そ
の
日
は
誕
生
会
が
あ

り
ま
し
た
。先
生
が「
大
き
な

か
ぶ
」の
劇
を
し
ま
し
た
。と

て
も
面
白
い
劇
で
し
た
。

職
場
体
験
で
学
ん
だ
こ
と

を
将
来
の
夢
に
役
立
て
た
い

で
す
。

河
本
　
夏
実

勝
央
中
学
校
２
年
生
で

は
、
１１
月
１６
日
か
ら
１８
日
の

３
日
間
、
勝
央
町
内
に
あ
る

１
０
０
以
上
の
事
業
所
で
職

場
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

私
は
、
植
月
保
育
園
に
行

き
ま
し
た
。
植
月
保
育
園
は

園
児
が
４７
人
と
少
な
い
で
す

が
、
と
て
も
楽
し
い
保
育
園

で
し
た
。

な
ん
と
、
植
月
保
育
園
に

は
、
勝
央
町
で
初
め
て
の
男

の
先
生
が
い
ま
し
た
。
ど
の

先
生
も
子
ど
も
た
ち
と
平
等

に
接
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

体
験
１
日
目
。朝
、グ
ラ
ウ

子どもの心を育む
子どもの心を育むには、中学生に
なるまでが大事と言われています。
国立精神・神経センターの金澤
一郎先生ご提唱の、子どもの心を育
む３つのポイントを紹介します。
①３歳くらいまでに、人を信じ、
安心するという状態を経験さ
せる。
（ここでつまずくと、他人がこ
わい存在になってしまう）
②自分を抑制する力を身につける。
（そのために、親は良いことをす
れば褒め、悪いことをすれば叱る）
③学童期に実体験をさせる。
（ときには危険な目にも遭うが、
それを乗り越えたという自信が
つく。しかし、体験にも限界が
あるので、それを補うために、
小学生時代に「走れメロス」や
「一房のぶどう」などの優れた
文芸作品を与える）

（教育委員会）


